
新
選
定
の
文
化
財 文

化
庁
文
化
財
部 

文
化
的
景
観 

 

文
化
審
議
会
は
、
先
に
文
部
科
学
大
臣

よ
り
諮
問
の
あ
つ
た
、
蕨
野
の
棚
田
を
含

む
二
件
の
重
要
文
化
的
景
観
選
定
等
に

つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
平
成
二
十
年
五

月
十
六
日
に
そ
の
答
申
を
行
っ
た
。
今
回

選
定
と
な
る
重
要
文
化
的
景
観
は
次
の

と
お
り
で
あ

。 

る

蕨
野
の
棚
田 

 
 
 
 
 
 

佐
賀
県
唐
津
市
相
知
町 

通
潤
用
水
と
白
糸
台
地
の
棚
田
景
観 

 
 
 
 
 

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町 

月
刊 

文
化
財 

平
成
二
十
年
八
月
号
よ
り 

 

地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン 

国
土
交
通
省
は
、
若
者
の
地
方
体
験
交

流
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
大
都
市
圏

の
大
学
生
二
名(

女
子
学
生)

を
新
城
市
に

派
遣(

市
企
画
課
担
当)

。
地
域
調
査
員
と

し
て
湯
谷
温
泉
旅
館
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

と
し
て
十
四
日
間
滞
在
。
観
光
客
の
増
加

と
温
泉
振
興
等
の
活
性
化
、
ま
た
、
地
域

資
源
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

八
月
二
十
六
日
、
調
査
員
二
名
は
小
山

舜
二(

ふ
る
さ
と
指
導
員)

と
千
枚
田
の
高
齢

耕
作
者(

日
本
真
ん
中
紀
行
で
有
名
な
丸
山
俊

明
さ
ん)

の
田
ん
ぼ
や
石
崖
の
草
刈
り
な

ど
の
奉
仕
活
動
を
行
い
、
老
夫
婦
に
大
変

喜
ば
れ
ま

 

し
た
。

景
観
整
備 

 

九
月
七
日
、
保
存
会
、
連
谷
お
助
け
隊

は
千
枚
田
入
口
付
近
と
ふ
れ
あ
い
広
場

の
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。 

             

こ
の
、
景
観
整
備
は
十
月
七
日
、
地
域

貢
献
度
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ア
ス
ト
ラ
ゼ

ネ
カ
社(

製
薬
会
社)

社
員
三
千
人
が
全
国

の
棚
田
等
、
高
齢
化
し
た
地
域
の
支
援
活

動
を
一
斉
に
行
い
ま
す
。 

 

四
谷
の
千
枚
田
に
は
今
年
は
百
六
名

(

う
ら
若
い
女
子
社
員
二
十
六
名)

の
社
員
が

訪
れ
、
景
観
整
備
、
高
齢
者
宅
の
支
援
活

動
な
ど
、
地
域
住
民
を
交
え
行
わ
れ
ま
す
。 

 

保
存
会
は
、
当
日
、
慣
れ
な
い
作
業
で

怪
我
で
も
さ
れ
た
ら
大
変
だ
と
事
前
に

恒と

                     

おおお
ぉぉぉ  

ままま
いいい  

ががが
っっっ
ととと  

 
 

 
九
月
八
日
早
朝
、
六
名
の
外
国
人(

ン 

コ
リ

ジ
ョ
ン
ス
ト
ン 

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー)

が
自

転
車
で
千
枚
田
を
訪
れ
ま
し
た
。 

彼
ら
に
、
三
河
弁
で
「
ど
う
だ
ん
、
千

枚
田
は
・
・
・
」
と
聞
く
と
、
異
口
同
音

に
「
お
ー
ま
い
、
が
っ
と
」
の
連
発
で
、

あ
と
は
¢
£
％
＃
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 第 61号 

す
ず
め
ら

 

は
ず
む

の

そ
こ
か
し
こ 

棚

秋
の

稲
穂
も
お
ど
る 

 

海

          

社(が田めのきたみ
地
域
の
皆
さ
ん
、
一
般
参
加
の
方
は(

舜)

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い 
受
け
入
れ
準
備
を

呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
会
員
は
勿
論
、
お

助
け
隊
の
メ
ン
バ

ー
も
大
勢
駆
け
つ

け
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

例
行
事
が
浸
透
し
た
喜
ば
し
い
結
果

思
い
ま
す
。 

 

ご
苦
労
様
で
し
た
。 

で
し
た
が
、
き
っ
と
、
千
枚
田
は
素
晴
ら

し
い

さ
え

り 

ず

田
は  

老 

美
知
子 

と
い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。 

彼
ら
はB

E
E

(B
icycle for E

veryone’s 
E

arth)

と
い
い
、
自
然
環
境
問
題
の
啓
蒙

活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
、
大
気
を

汚
染
し
な
い
効
率
的
な
交
通
手
段
と
し

て
自
転
車
を
促
進
し
て
い
ま
す
。 

 

八
月
四
日
、
稚
内
を
出
発
。
道
中
、
学

校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
教

育
活
動
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
し
た
り
、

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ(

地
元
で
生
産
さ

れ
た
健
康
な
産
物
を
食
べ
、
環
境
に
や
さ

し
い
製
品
を
購
入
す
る
こ
と)

を
学
び
、
み

ん
な
に
も
広
め
、
日
本
の
あ
り
の
ま
ま
の

美
し
い
自
然
を
見
な
が
ら
鹿
児
島
ま
で

の
三
千
キ
ロ
の
冒
険
を
し
て
い
る
グ
ル

ー
プ
で
す
。 

       

お
知

と
お
願
い 

ら
せ

十
月
七
日(

火)

、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ

一
〇
六
名)

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

千
枚
田
で
行
わ
れ
ま
す
。 

当
日
は
保
存
会
、
連
谷
お
助
け
隊
、

吾
作
、
棚
田
っ
娘
の
皆
さ
ん
を
始

、
地
域
の
皆
さ
ん
、
棚
田
フ
ァ
ン

皆
さ
ん
も
大
勢
参
加
し
て
い
た
だ

、
千
枚
田
の
景
観
整
備
等
を
通
し

都
市
交
流
に
、
秋
の
一
日
を
楽
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 



案
山
子 

 
連
谷
小
学
校
児
童
九
名
は
九
月
三
日
、

親
子
で
作
っ
た
案
山
子
九
体
を
学
校
田

に
立
て
、
ス
ズ
メ
を
追
っ
た
り
、
訪
れ
た

人
達
に
愛
嬌
を
振
り
ま
い
て
い
る
。 

           
  

稲 

刈 

り 
(

実

)
 

施
分

①
慈
友
学
園
の
稲
刈
り 

九
月
七
日
、
名
古
屋
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
が
招
待
し
た
養
護
施
設
の
子
ど
も

達(

二
才
〜
十
四
才 

十
四
名)

は
自
ら
が

植
え
た
稲
の
刈
り
入
れ
作
業
を
体
験
。 

昼
飯
は
地
元
の
お
っ
か
さ
ん
の
作
る

食
事
に
舌
鼓
。 

 

午
後
は
連
谷
お
助
け
隊
の
お
兄
さ
ん

達
と
水
鉄
砲
、
紙
飛
行
機
の
作
成
、
飛
ば

し
や
っ
こ
な
ど
を
競
い
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
市
職
員
の
有
志
が
休
み
返
上
で

昔
懐
か
し
い
「
ぽ
ん
菓
子
」
を
振
る
舞
い
、

こ
れ
に
は
子
供
は
勿
論
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

も
大
喜
び
で
あ
っ
た
。 

    

②
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
の
稲
刈
り 

 

九
月
十
一
日
、
午
前
中
は
地
元
の
お
っ

か
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
で
地
域
の
食
材
五

平
餅
作
り
を
学
ん
だ
。 

             

 

午
後
は
育
農
の
一
環
と
し
て
稲
作
に

取
り
組
ん
で
い
る
稲
の
生
育
調
査
、
刈
り

取
り
作
業
を
実
施
し
た
。 

③
三
河
の
山
里
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
稲
刈
り 

 

九
月
十
三
日
、
五
月
に
始
ま
っ
た
米
作

り
体
験
ツ
ア
ー
の
最
終
回
。 

 

稲
刈
り
の
後
、
味
噌
味
と
ハ
イ
ス
ガ
リ

味
噌
の
五
平
餅
を
作
っ
た
。
ハ
チ
五
平
は

嫌
が
る
と
思
っ
た
が
、
皆
ん
な
珍
し
い
の

も
手
伝
っ
た
の
か
「
旨
い
、
う
ま
い
」
と

大
喜
び
で
あ
っ
た
。 

               
稲 
刈 

り 
(

予
定)

 

①
九
月
十
八
日
、
こ
ど
も
農
学
校
の
稲
刈

り 
 
 
 
 
 
 

(JA

愛
知
東
主
催)  

②
九
月
二
十
八
日
、
み
ん
な
の
奥
三
河
の

稲
刈
り 

③
十
月
一
日
、
連
谷
小
学
校
の
稲
刈
り 

朗 

報 
 

環
境
を
重
視
し
た
社
会
貢
献
度
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
は
、
敷

地
内
に
ド
ン
グ
リ
を
植
え
CO2

削
減
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

そ
の
苗
木
な
ど
の
育
成
に
湧
き
水
と

天
日
乾
燥
で
収
穫
、
環
境
に
優
し
い
千
枚

田
の
ワ
ラ
を
幼
木
の
敷
き
ワ
ラ
と
し
て

大
量
に
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
生
産
性
の

低
い
棚
田
の
百
姓
に
と
っ
て
は
最
高
の

支
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
ま
し
た
。 

本
年
も
、
購
入(

支
援)

し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

本
当
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。
助
か

り
ま
す
。 

げ
な
げ
な
噺 

＝
遊
び
に
来
る

 

人
＝

 

ほ
い
、
よ
ぉ
来
る
じ
ゃ
ん
か
ん･

･･ 

ふ
ん
と
だ
の
ん
、
毎
年
増
え
る
じ
ゃ
ん
か

ん･
･
･

さ
っ
き
も
や
ぁ
、
外
人
が
来
た
む

ん
で
、
あ
ん
た
ら
、
ど
こ
だ
ん
ち
ゅ
っ
て

聞
い
た
ら
フ
ラ
ン
ス
だ
っ
ち
ゅ
う
だ
ぞ

ん
。･

･
･

そ
う
だ
わ
い
の
ん
、
わ
し
も
こ

な
い
だ
の
朝
に
や
ぁ
、
自
転
車
で
来
た
若

い
衆
に
「
お
ぉ
、
ま
い
、
が
っ
と
」
ば
っ

か
り
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
て
、
ま
い
っ
ち
ゃ
っ

た
ぞ
ん･

･

ほ
い
、
千
枚
田
の
百
姓
も
、
ち

っ
た
ぁ 

英
語
を
勉
強
せ
に
ゃ
ぁ 

あ
か

ん
づ
ら
か
の
ん･

･･

ま
ぁ
、
無
理
だ
の
ん 

行

 
  
 
 

山

千
枚
田
保
存
会

 
 

平
成
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十
年
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十
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